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提案者 特定非営利活動法人ASP・SaaS・IoT・クラウドコンソーシアム（代表）、高知県、高知市、一般社団法人認知症
高齢者研究所、株式会社日本ウェルネスソリューションズ、国際医療福祉大学、医療法人恕泉会、社会福祉法
人ふるさと会、株式会社NTTデータ

実施地域 高知県高知市（横浜、塚ノ原、春野町）高知県いの町中追地域

事業概要 IoTデバイス（バイタル・環境）、音声・タップ入力（介護記録）された情報を処理し蓄積された過去
の認知症ケアデータと相関（※AI）を求め、認知症の症状の特定を容易かつ的確に行い、顕著に
みられる特有の行動・心理症状（BPSD）の適切な対応方法を事前予測し介護者に提案する。
これらにより①認知症高齢者へのより的確な対応②症状緩和③介護者の負担軽減を実現する。

※（特許題419300号）情報処理方法プログラムおよびデータベースシステム 認知症ケア学会 石崎賞3回受賞

認知症対応IoTモデル（H29）

病状の特定対応方法の提案

❑介護記録データ入力
介護記録および様子観察
からのデータの蓄積する

❑IoTデータ入力
IoTデバイス（センサ）
からのデータを蓄積する

IoTセンサから継続的に自動入力される
データおよび介護者が行ったサービス内
容と時間によって介護ニーズを見極め、
最も有効なサービスパターンを提案する

❑BPSD事前予測
蓄積されたIOTデバイスからのデータ
を解析し、服薬量と身体状態の変化
を見極め、BPSDの発生を事前予測
し、予め適切な対応の通知を行う

※AIによるケアサービスの最適化

介護職員の入室、退
室を通過センサーが自
動的に読み込み

利用者の身体情報やストレス・気
分・睡眠・運動などのデータを時間
軸で蓄積。介護者は実際に行った
ケア内容を介護記録で整理

利用者の入室、退出を
通過センサーが自動的に
読み込み。運動量や消費
カロリーをデータ化
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↑この介護記録に「生活支援記録法」が採用されています。
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